
iti 民怒議
む註〈しE曹は、事卦護111と署員沼C1J'こ事担軽草間と歴史認主主

ぐ〈まれE費高-3'<!Jm毘です.
わ控〈し主主君位、節目璽膏:le北審議警め軍事稽践としてのE事

。をも昔、現沼へ骨組いをこめて、ここi之怒畏車輩在定めま曹.
;j(と臨t土のIZ<I!いtJいつ固い的豊みよい串ぴこにしま"
砲と体をさ~èえ生慾生きと盤会鈴びゆ〈遣事びこ』こしま草
署人を大胡立し子どちの事を宵て寒せ結語びこ立しま曹
品るおとを重し支拡在高時豊方悲喜びこiとします
みん阜で話し事い きまりを守号車司るいあびこ立します

第737iき

63-7-16 
裁孫子殺役所s:額慰霊主著書広報E鼠毒事態

守 270-11筏孫子市我孫子18日除
世 0471(お 5) 1111 

催
し

す
る
と
と
は
、
最
大
町
四
体
綴
と
い
っ
て
い
本
ヲ
に
工
夫
、
燃
批
判
寄
れ
た
介
護
用

も
い
い
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
す
べ
て
の
め
な
ど
を
経
一
可

入
達
が
緩
か
で
生
き
が
い
の
も
て
る
社
移
動
入
品
栂
議
展
一
部
*

会

を

築

く

た

め

に

は

司

川

世

代

を

穆

え

謹

爽

淡

2

i

ナ

i

解
し
、
絡
網
し
令
つ
こ
と
が
大
切
明
、
す
静
福
祉
総
で
は
、
議
た
き
り
の
お
平
都

キ
絞
め
第
3
図
叫
縫
い
へ
の
対
応
を
り
や
身
体
融
持
害
者
の
た
め
に
、
移
動
入

採
る
』
岬
醸
し
を
機
会
仁
、
み
ん
な
で
治
事
(
浴
傍
)
明
¥
布
閉
山
の
す
ぐ
儲
閉
ま
で

ぶ
品
い
仰
に
つ
い
て
考
え
て
み
て
は
い
か
溺
繍
閣
を
進
一
日
、
入
浴
し
て
い
た
だ
く
持

が
で
し
ょ
う
か
@
(
撃
は
各
年
内
1
動
入
浴
サ
i
v
ぃ
走
行
勺
て
い
ま
ず
。

月
1
a
淡
総
人
口
を
も
と
に
終
協
)
そ
の
移
動
入
浴
車
の
臨
境
紛
と
総
裁
方
法

り

務

し

の

お

年

寄

り

は

8

4

0

人

で

、

こ

つ

い

て

丹

後

明

。

介
護
国
間
償
問
等
展
示
コ
ー
ナ
ー
;

毎
年
、
増
加
傾
向
に
あ
っ
ま
す
。

ヂ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
吋
4
1
ナ
i

人
魚
に
お
い
て
ぷ
品
い
μ

と
い
う
こ
綴
た
き
り
の
お
年
繰
り
や
身
体
出
陣
務

と

は

、

き

け

る

こ

と

め

で

き

な

い

?

ま

舟

誓

お

う

義

的

方

に

、

主

教

育

霊

霊

祭

主

義

脅

す

て
こ
れ
か
ら
の
超
潟
齢
化
校
舎
に
向
し
で
も
災
織
を
軽
く
し
て
い
た
だ
く
た
ナ
i
ル
の
生
徒
さ
ん
淡
が
、
テ
イ
サ

け
、
お
年
寄
り
が
れ
前
余
で
快
適
な
金
治
め
に
、
ま
た
お
年
寄
り
ゃ
身
体
際
機
務
I
ピ
ス
事
業
に
つ
い
て
学
獲
し
た
成
系

を
お
〈
る
こ
と
の
で
き
る
社
余
を
務
総
ニ
盗
品
河
が
、
す
こ
し
で
も
ゑ
訴
し
や
す

お

悩

緩

い

会

、

汁

!

!

l

l

i

i

師

・

る

つ

大

乱

一

一

対

お

澄

ふ
f
由

民

い

に

説

者

分

一

に
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改

A

a

e

持

て

ど

働

だ

m

叩

…

症

と

め

闘

は

し

な

会

駅

剛

一

一

向

川

同

時

d
ま

獲

と

。

相

バ

一

の

綴

た

成

樹

内

ざ

A

N

ご

す

ご

J

二

ど

認

し

閣

制

ま

郡

山

み

ま

と

ヵ

プ

な

樹

視

機

錨
W

怒

り

必

礼

臨

時

一

世

常

総

記

ど

削

削

う

寄

i

気

1

一

蹴

陣

能

を

な

み

屯

鋒

年

安

一

受

陣

後

一

郡

吉

協

同

り

3

壊

も

に

あ

不

盟

W
J

午

一

傘

る

議

こ

a，

e
v
、

の

援

す

一

級

す

年

め

，h
し

と

お

桜

で

鰐

…

Awrの

栂

鐙

時

一

ザ

ハ

ピ

ザ

喜

み

銭

て

融

調

提

事
譲
歩
、
重
震
の
発
索
、
窓
口
嘗
緩
滋
畿
な
ど
に
よ
っ
て
、
い
ま
や
入
金
考
人
生
切
符
と
い
う
醐
援

し
い
と
と
の
反
嵐
、
祭
々
、
お
年
寄
り
の
ひ
と
り
暮
し
ゃ
介
綴
後
必
要
と
す
る
海
齢
轡
が
潜
え
て
い
絞
す
。
そ
う
し
た
お

家
寄
り
や
介
続
レ
て
い
る
家
族
の
方
の
た
め
の
治
相
嗣
コ
i
ナ
i
、
骨
品
購
紛
紛
等
閑
蹴
一
廓
コ
ー
ナ
i
h柚
M
」
を
間
関
脇
但
し
、
合
蛸
仲
も

乏
い
へ
の
対
応
を
採
る
加
蹴
砲
し
を
出
縄
問
揺
し
笈
9
・
持
活
相
、
端
符
ぼ
、
総
間
出
革
鼠
耐
鵬
必
ぶ
る
牌
柑
匁
汽
ム
糟
閥
均
総
W
師
事
』
も

お
い
ま
骨
v
a
鰻
か
で
注
意
が
い
の
も
℃
る
一
選
曲
師
化
技
会
皆
様
く
だ
め
は
は
、
搬
出
刊
を
越
え
H
緩
い
に
つ
い
て
共
溺
の
際

察
官
も
っ
、
さ
ガ
穴
一
樹
立
、
務
い
人
の
祭
場
中
ハ
歓
迎
，
み
ん
し
怠
で

d
暫
い
に
つ
い
て
轡
え
一
て
み
一
家
惣
ん
か
e
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本終的な喜重はもう駁の喜弘筋肉の然りのトップ怒
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沼花火大会理正予定。主主元の寒寄りや花火大会をご家際

の予定のひとつに加えてはいかがでしょうか。な器、
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瑞
出
向
の
ひ
と
り
暮
し
老
人
3
4
0人

総
務
関
年
の
品
一
一
市
的
人
口
は
8
万
9

3
2
5
入
。
ニ
の
と
き
の
出
歳
以
よ
人

口
は
4
3
6
5
人
で
、
総
人
口
に
占
め

る
制
割
合
は
4
・
8
9
%
で
し
た
。
こ
れ

に
対
し
、
間
部
後
円
今
年
内
部
品
胤
以
上

人
問
的
総
人
口
に
・
占
め
る
割
合
辻
、
7

・
1
9
%
と
大
憾
に
同
地
び
、
こ
の
総
合

は
芽
ら
に
官
聞
く
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
じ
て
も

ζ

町
7
・
1
9
%
と

い
う
数
学
は
、
我
孫
子
治
も
世
間
鈴
化
社

会
(
出
品
域
以
上
人
口
が
総
人
口
の
7
%

を
結
え
れ
ん
状
態
)
に
突
入
し
た
こ
と
を

慾
帥
略
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
…
依
務
当
た
り
人
数
を
m
m
年

と
比
較
す
る
と
、
出
同
年
に
3
5
人
で

あ
っ
た
人
数
炉
、
同
年
に
は
3
6
3
人

に
終
合
倫
核
家
族
化
も
滋
行
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
昭
和
判
部
年
6
月
Q
M

詰
税
枚
、

経
た
善
り
の
お
年
寄
り
は
m
w
人

φ

ひ
と

W
V
7同
n
n
a
i
M尽
A

同
年
様
、
相
側
花
魁
小
品
税
財
町
会
的
皆
き
ん

が
抑
制
作
北
内
務
り
と
し
て
間
閉
山
躍
し
允
め
が

湖
枕
綴
り
。
年
々
骨
組
ん
に
な
り
、
い
ま

や
湖
北
綾
火
的
緩
ま
つ
り
。
今
年
も
7

n
m
品
隠
か
ら
説
目
的
3
詩
附
問
、

制
閉
め
叫
駅
周
認
で
終
り
が
弘
行
わ

舗
識
錦
献
納
部

れ
ま
す
。

、
}
的
懇
り
に
伴
、
フ
交
唱
珊
欄
端
制
問
な
ど
は

次
の
と
お
っ
で
す
。

@
車
一
向
漁
符
ゑ
7
R
n
幻
自
・
部
路
左

ねたき号のお年若手号丹介畿の

仕方、腰f事的緩み、。;j{ケ勺ご

ならないためにはど?したら

主主いかなど。また各種悩絞サ

…ピスの告をけ方をど。

V
8
5
2
事
舗
網
謹
錯
諜
夫
議

今
年
も
昨
年
線
機
、
我
孫
子
治
、
柏
抑
制
側
面
に
広
が
る
水
中
花
火
の
打
ち
上
げ

市
、
議
附
判
的
2
T
雲
間
的
革
賀
も
柔
し
て
い
ま
す
。

間附吋

ω1品
w
i
@
午
後
4
腕
吋
か
ら
同
時
情
的
花
火
大
会
者
問
州
特
我
孫
子
、
柏
、
w
v
g
時
8
月
6
門
問
主
)
午
後
7
時
か

@
自
転
車
時
移
動
鈴
ヨ
よ
り
泌
総
事
沼
中
間
的
3
A
討
議
か
ら
打
ち
上
げ
ら
れ
た
ら
0
0
時
如
何
分
一
応
夫
、
ψ

耳
炎
的
議
合
は

は
出
別
協
削
除
輪
場
へ
駐
車
し
て
く
だ
さ
い
a
総
火
が
、
夏
向
夜
疫
を
彩
り
、
手
賞
剤
師
o
o
n
7
8
に
阿
刷
機
)
な
お
時
総
務
は
、

@
つ
っ
と
務
制
刊
醐
m
議
へ
揺
り
期
組
問
中
、
的
抑
制
痴
を
鮮
や
か
い
九
写
し
山
闘
し
ま
す
ゅ
天
候
町
総
合
に
よ
り
一
続
出
品
緩
ず
る
鳴

っ
つ
と
緩
め
滋
迎
パ
え
は
、
添
付
付
時
一
間
判
打
ち
上
げ
る
花
火
段
、
ス
タ
;
?
イ
ん
げ
も
あ
り
ま
す
。

に
猪
誕
は
あ
り
ま
サ
ん
が
、
発
潜
が
機
シ
、
尺
蕊
、
紋
蹴
明
け
花
火
な
y
h
o
o
s
o
v
我
滋
平
会
場
苧
賀
沼
公
掘
削

花
開
帆
術
開
口
内
い
な
り
ま
す
『
0
発
を
や
獄
。
我
孫
子
品
川
機
か
ら
は
も
な
お
、
交
通
経
制
制
な
ご
稼
し
く
は
、

i

I

b

-

-

!

i

i

次

号

で

h

H

知

ら

せ

し

ま

す

。

マ
き
ょ
う
、
酬
明
B
A
叫
パ
凶
嶋
崎
問
時
融
器
畑
中
山
内

~ 
醐少白幽胴
脚 F、

き
ょ
う
と
鰐
留
は
、
我
孫
子
入
機
神

社
内
祭
礼
み
こ
の
嬉
り
、
相
暗
年
、
7
月

的
中
匂
の
土
問
時
務
総
に
隣
即
時
布
依

竹
内
神
仏
私
的
祭
礼
等
と
と
も
に
、
我
孫

子
治
刷
の
伝
続
的
懇
り
め
び
と
っ
。

げ
自
は
は
、
神
社
の
大
み
こ
し
が
出

簡
略
3
h副長
H
V
き
途
れ
繰
り
事
き
ま
す
。

な
お
、
交
滋
制
税
制
等
は
諮
品
。
5
一
樹
務
総
俗

w
v
入
場
#
発
車
判
所
帯
銭
滑
齢
者
、
北
口

今
日
出
は
、
総
綴
を
議
し
て
「
患
い
ひ
ら
が
、
プ
ヅ
ク
ス
ス
ズ
キ
、
総
持
勢

町
一
対
応
え
か
母
、
え
て
い
住
ま
す
伶
市
側
、
お
昨
春
光
堂
、
あ
が
こ
サ
;
ピ
ス

公
械
の
「
同
閉
山
附
則
智
い
は
、
う
ば
織
で
セ
ン
タ
ー
、
十
一
蹴
思
議
活
、
ダ
イ
エ
ー

伝
訓
棋
を
も
と
に
、
人
間
間
的
い
と
し
さ
、
設
孫
子
成
、
ポ
ピ
i
、
ミ
リ
オ
ン
楽
器

ル
比
谷
る
菩
ぴ
、
議
筑
荘
内
揃
い
た
話
緩
め
伐
誠
子
市
柏
、
市
終
合
総
内
ム
品
川
窓
口
ろ
が

舞
台
で
す
む
り
、
内
凶
綴
鋭
機
北
ム
ロ
分
館
、
附
則
市
齢
帥
時
布

w
v
綴
伶
深
沢
七
郎
枚
分
館
、
中
品
八
公
開
開
銀
、
柏
そ
ご
、
ヲ
プ

V
主
演
ゆ
A
A
税
あ
や
こ
ラ
ザ
銭
、
品
開
お
お
屋
、
取
手
と
づ
き
ゅ

V
醐

開

淡

時

間

午

後

4

時

う

w
v
入
場
料
1
5
0
0
円
一
全
自
由
席
}
@
問
い
脅
わ
廿
役
会
教
育
淡

薦

問《島(t@D啓司鵠
tスで市拘の擁護脅見学

ぴ) 主主tえ会す、吃用イ史

FF 

私
哨
織
は
切
部
門
口
、
た
く
各
ト
ん
の
品
物

を
抽
出
品
質
し
亡
生
然
し
て
い
ま
す
。
こ
の

口
問
時
判
的
実
在
室
さ
れ
た
ブ
ミ
立

総
労
法
な
ど
考
え
れ
ん
恥
〕
と
が
あ
り
ま
す

か
e
ま
た
、
制
払
途
が
出
す
ゴ
ミ
や
山
内
本

4ゑ5ド求

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
e

い
ま
鳴
践
者
と
し
て
、

き
か
考
え
て
い
〈
た
め
の

移
動
務
総
ν

を
湾
縫
し
ま
す
の

第
i
間
出
g
内
十
削
闘
は
、
賢

に
を
る
わ
~
め
の
暁
躍
を
闘
凡
て
、

総
会
ど
を
実
際
に
附
刈
同
十
。
お
マ

伴
で
的
多
加
で
も
仏
間
報
構
で
す
訟

に
ご
事
お
く
だ
さ
い
。

V
湾
日
7
開
汁
幻
自
(
本
)

V
甑
公
明
午
前
9
時
開
令
市
役
所
、

午
総
9
時
却
分
e

・
絞
孫
子
四
肌
市
閉
門
M

マ
見
学
場
一
隅

N
E
C貌
係
チ
築
業
山

下
水
処
理
場
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
i

w
v
募
輔
購
入
数
品
目
名

V
持
参
昼
食
、
〆
役
、
ス
リ
y
パ

V
申
し
九
時
み



一国{来年金諜年金保一

れ

年

4
丹

か

ら

確

認

を

受

け

る

方

は

7
拝

中

に

届

け

出

会

本

2
1
1
1
2

昭
和
創
平
4
鈎
円
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
ご
主
人
的
給
料
か
ら
蓋
し
引
か
れ
る
ζ

新制樹
E
h
年
令
品
別
肢
で
は
、
単
生
年
金
や
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

共
涜
総
合
ぷ
加
入
し
て
い
る
サ
ラ
り
!
こ
的
機
け
を
し
を
い
で
2
年
た
ち
ま

中
、
/
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
奥
さ
ん
は
、
す
と
、
綴
次
時
効
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

岳
品
川
貝
ぞ
ら
被
保
険
者
と
し
て
用
問
差
。
す
。
笠
;
高
か
ら
の
級
一
絡
を
受
け
た
悦

令
に
加
入
す
る
も
い
と
に
な
り
ま
し
れ
ぺ
い
人
で
、
ま
だ
綴
け
出
て
い
な
い
人
は
出

務
長
一
被
保
没
者
と
な
る
た
め
に
辻
、
ぎ
浮
島
て
く
だ
ま
。

8
Rに
な
叩
柏

市
役
所
へ
綴
け
総
を
し
て
確
認
を
受
け
り
ま
す
と
、
川
町
年
4
汚
か
ら
6
閥
均
ま
で
者

ゐ
め
淡
い
が
あ
り
ま
す
。
の
閣
は
資
格
を
失
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
機

隔
世
き
ん
の
線
総
科
は
、
ご
説
大
内
初
回
明
け
藤
勝
紙
は
、
回
日
開
年
金
揃
献
に
品
納

入
し
て
い
る
殺
携
の
年
金
制
度
(
間
中
京
り
ま
す
の
で
、
ご
た
人
的
勤
務
先
で
後
努

年
金
・
災
繍
統
合
)
か
ま
と
め
て
負
担
後
援
線
総
務
で
あ
る
こ
と
め
統
制
明
を
受
悼
惜

す
る
こ
と
に
な
ゆ
で
い
ま
す
の
で
、
ご
け
、
提
出
し
て
く
だ
き
い
。
な
お
、
務

V

自
身
が
附
則
的
争
必
婆
は
あ
り
ま
サ
ん
し
、
ハ
ペ
u

品
"
“
総
機
墜
告
の
そ
の
織
的
綴
け
山
段
、

マJ

下
表
を
審
開
閉
し
て
く
だ
き
い
。

i
J
 腕

ιE 

ゆ
品
臨
み
織
機
棄
物
に
よ
る
綴
め

立
て
は
禁
成
事
れ
て
い
ま
す

の
で
‘
土
地
内
造
成
を
す
る

時
は
、
埋
め
な
で
廿
刊
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

④
不
絞
殺
織
の
浅
岬
鳴
を
回
見
か

け
た
ら
鵬
首
察
ま
た
は
治
役
所

へ
ご
哨
端
的
特
く
だ
き
い
，

V
問
い
合
わ
せ
酬
明
縫
保
全

課

c
o
m円
)
よ
り
も
少
な
い
相
場
合
は
そ
の

績
が
支
総
き
れ
ま
す

Q

公

的

年

金

を

受

け

る

よ

う

に

た

だ

し

、

警

護

年

金

皇

げ

てい
る
人
が
新
法
的
公
的
部
殺
を
佼
け
る

な

っ

た

ら

賭

け

出

を

よ

ヲ

に

な

る

と

棄

と

な

り

ま

す

。

*
i
l
-
-
?

ゆ
い
の
主
ヲ
に
、
公
的
部
金
を
受
給
す

老
齢
福
祉
年
金
や
脇
陣
世
情
義
世
間
年
金
給
停
え
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
る
よ
う
に
な
る
と
、
全
部
あ
る
い
は
…

磁
察
側
駐
年
金
か
ら
移
ド
ν
た
も
の
)
潔
齢
儀
社
年
金
町
一
場
合
、
公
的
年
金
総
が
支
給
停
止
に
な
り
ま
す
の
で
、
開
鳴

を
受
け
て
い
る
人
が
、
附
厚
生
年
金
、
持
制
聞
が
併
給
磁
波
叫
酬
の
訂
万
6
0
0
0
m
n

け
山
叫
が
議
れ
ま
す
と
過
払
い
と
h

鳴り、

済
総
合
、
滋
絵
、
労
災
保
険
な
ど
の
各
来
織
の
と
き
は
、
そ
将
棋
税
総
が
支
給
さ
お
巡
し
い
た
だ
〈
ニ
と
に
な
り
ま
す
匂

綴

年

金

を

一

致

け

る

よ

う

に

な

る

と

、

ぞ

れ

ま

す

，

公

的

年

粂

を

受

け

る

よ

う

は

な

っ

た

ら

め
合
的
年
金
が
後
光
し
て
支
給
さ
れ
、
線
就
田
義
礎
年
金
的
場
合
は
、
公
的
年
早
め
に
回
日
開
隼
品
思
議
年
令
d
開
へ
開
噛
け
出
山

老
齢
福
祉
年
金
品
、
品
開
申
営
基
磁
年
余
は
支
金
時
酬
が
隙
泌
総
礎
年
金
の
蛸
酬
へ
1
級
“
て
く
だ
普
い
。

判四万
4
0
6
0
問
、
主
総

Em恥万
7
2

とご

議告

健

護

管

理

に

お

役

立

て

奇

関
旧
民
抽
出
康
保
険
は
、
な
に
よ
り
も
一

m
v通
知
両
容

ω品
入
札
崎
哲
名
m
w
設
相
晴
氏
う
も
の
で
す
。
強
捻
抑
制
が
持
制
約
で
は

催
「
め
る
綴
燃
を
一
守
る
た
め
に
役
立
っ
て
分
{
入
時
間
、
外
来
、
品
開
料
、
縦
割
削
)
間
あ
り
ま
せ
ん
の
で
‘
必
酬
明
な
と
き
は
÷

い
ま
す

E

今
年
絞
も
次
的
と
お
り
綴
機
受
診
年
月
凶
受
縁
日
数
日
出
恒
問
機
賛
同
特
州
問
分
な
約
機
を
ゆ
ぬ
け
、
早
期
臨
時
段
、
日
中
総

費
滋
知
舎
内
甘
い
ま
す
σ

(

務
人
保
出
融
行
ニ
約
通
知
は
‘
み
な
$
ん
が
実
務
に
治
樹
慨
を
心
が
け
、
似
し
い
出
陣
倹
詩
擦
を

縁
者
を
一
段
く
)
か
か
っ
た
市
臨
機
殺
の
綴
を
知
る
ニ
と
で
、
お
聡
い
し
ま
す
。

な
お
、
第
1
毘
臼
に
つ
い
て
は

6

餓
般
的
大
切
き
、
線
機
づ
く
り
に
対
す

V
問
い
合
わ
せ
引
関
係
年
金
諜
給
付
係

月
中
に
漁
知
L
ま
し
た
貯
る
意
識
酬
を
潟
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
行
間
(
郡
一
l
i
-
-
内
部
3
2
4
、
3
2
5

4

句
議
品
開
時
織
と
通
知
砂
療
関
丹

i

i

l

!

⑮
⑧
⑨
⑧
⑧
⑧
⑧
⑧
 

憾
と
尚
閥
民
年
金
協
織
品
川
で
は
、
忠
則
氏

A
M
…
の
字
句
を
入
れ
除
作
未
発
表
の
も

年
金
部
俊
に
対
す
る
認
識
を
織
的
る
た
丹
や
令
制
制
ハ
が
み
守

(ea人
詰
保
以
内
)

仇
町
、
寸
的
自
民
年
金
縁
側
絹
没
ン
ク

11W
」
に
惨
住
所
、
氏
名
、
都
齢
‘
職
業
者
間

を
行
い
ま
み
9
@

お
し
、
…
T
2
6
0
i
m
m
子
殺
潟
市
場
町

入
砕
腕
者
に
は
、
家
殺
や
記
念
品
が
閥
ー
の
1
4
'議
滅
的
樹
氏
年
金
協
議
会
へ
切

ら
れ
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
ぷ
浴
務
〈

V
開
問
い
合
わ
せ

だ

さ

い

。

干

議

関

附

凶

長

年

金

協

議

会

wv
応
募
総
問
問

8
汚

ま

日

か

ら

紅

白

骨

0
4
7
2
門的山
)
2
3
8
9

V
応
募
方
治

哨
階
内
在
住
者
及
び
お
鮎
制
緩
で
、
察
錦
町

に
「
隠
凶
判
部
会
ヘ
一
基
礎
年
ム
消
火

τ
年

42 

7月から市でスタートー

国民健康保検に輿識

りましたらすぐ

け出ましょう。

も泌総を

一活保守合議日

市
内
的
向
上
利
用
泌
総
淡
に
よ
る

岡
崎
け
出
低
、
市
川
が
受
付
窓
口
止
な
り

や
め
削
昨
時
四
時
は
、
エ
s
秘
情
刷
附
が
受
付
窓
口

と
な
っ
て
胤
附
議
し
て
い
ま
し
た
。

7
H円
I
n
n
か
ら
は
、

2
0
0
o
w

未
治
的
土
地
に
つ
い
て
的
騎
け
山
田
、

事
的
確
認
は
と
も
に
泌
が
指
導
す
る

ヤ
一
と
じ
な
り
ま
し
た
"

な
お
、
七
絡
に
川
附
す
る
脇
市
列
的
移

転
帯
内
組
け
山
山
は
務
総
花
阪
地
3
0

0
ぽ
以
お
し
‘
市
街
化
調
桝
判
官
区
域
5
0

0
0
併
以
上
に
つ
い
て
は
抑
制
官
で
す
白

ま
た
、
事
時
制
緩
滋
申
議
は
、

2
俊

一
撚
以
上
で
一
一
民
測
地
5
0
0
M
以
下

町
分
識
を
す
る
と
き
に
対
象
と
な
り

ま
す
。

V
酬
聞
い
脅
わ
せ
都
市
計
仏
関
線
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結
集
2
分
担
、
出
品
川
蝉
第
引
分
間
が
穫
勝

小
山
川
内
鋒
る
6
月
部
時
〈
臼
〆
、

a本
内
滋
紛
凶
凶
に
よ
る
消
防
総
法
大
会
が
行
鈎
動
車
内
部

ι4分
間
が
拳
加
ロ
ー
か

洛
気
我
M

晴
子
機
縁
組
情
的
駐
車
場
で
、
市
わ
れ
‘
J

中
市
“
ポ
ン
プ
の
誌
に
幻
分
間
閥
、

HH
に
も
お
よ
ぶ
緯
明
白
丹
後
撚
を
鋭
い
合

い
ま
し
た
。
総
幾
は
次
の
と
お
り
で
す
ω

品
小
部
一
ポ
ン
プ
抑
制
郡
山
間
勝

z第
Z
分

閉
山
、
準
市
開
勝
:
篠
山
川
分
間
出
、

3
位、:納期

日山分間附

品
自
動
車
的
機
獲
勝
第
計
八
万
附
刷
、

換
機
臨
時
-
第
日
日
号
凶
凶
1

3持
拡

i
第
1
分

間山
な
お
、
車
問
勝
し
た
一
関
骨
問
問
は
、
7
R
n

e政
市
川
河
訟
で
行
わ
れ
た
鍛
7
間関常黒常時

的
附
大
会
に
出
場
し
、
務
2
分
間
山
が
準
緩

勝
。
問
問
人
的
怒
で
は
、

3
各
{
輪
開
2
分

間関
Z
名
、
索
引
叫
分
悶
悶
1
名
)
が
最
後
発

掛
院
に
瑚
お
ま
し
た
。

地
ψ

密
動
車
部
務
媛
制
勝
持
第
計
九
背
開
山

市
W
小
税
特
務
7
違
緩
め
鍛
Z
A
M描
出



豊富737雪
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1審
高

、
少
年
少
女
工
作
数
慾
C

は、
4
3
年明、
A

叫
年
邑
。

糊
識
休
み
立
、
綾
部
仲
酪
岨
H

伺
を
変
え
、
さ
ま
ざ
法
な
創
作

活
動
や
野
外
活
動
に
銚
燃
し
て
い
ま
移
。

多
年
の
テ
ー
マ
は
グ
淘
骨
子
。
市
内
の
友
だ
ぢ
と

い
っ
し
ょ
に
お
主
か
ら
む
ク
ロ
台
後
俊
つ
て
の
茶
緩

や
花
嵐
づ
く
り
巳
挑
戦
し
、
護
休
み
の
楽
し
い
ひ
と

と
き
官
官
過
ご
し
ま
投
ん
か
‘

V
帽
咽
所
身
体
滋
害
者
福
後
セ
ン

タ
ー

V
対
象
小
学
4
，
5

・6
年
ゑ

左
中
学
生

V
募
集
人
数
幼
名
(
先
着
開
明
〕

V
醐
縄
開

m

l
人
1
0
0
0
m門
{
叫
付

制
吋
代
)

Ev
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
7

凶
月
泊
目
(
土
ふ
市
郎
官
官
品
開
〉
ま
で
に

ハ
ガ
キ
に
務
総
裁
の
住
所
・
氏
名

縫
総
務
号
、
学
校
名
、
砂
十
年
、
保

護
者
名
を
総
入
川
町
、
?
え
、
「
了
ふ
件

数
議
務
総
希
一
望
」
と
明
側
叫
し
、
我

孫
子
E
6
8
4教
育
委
闘
員
一
会
役
会

数
帯
用
滋
惜
〈
部
)
1
1
5
1

昨
・
年
・
の

x
h
w教
室

市民国番館

九お党錯しみ重量
IぢE毛主話番葬館てすま、子ども遼に通量しい

主主徐みのひとときを滋ごしてもらうた

め、 3重体みままfこのしみ会を静岡催しますL
10詰量的ちびっこ集まれ/

祭事寺

市災図番古官笠宮(84)1110

コ
ン
ビ
3
1タ
紅

E

一審

第
四
版
文
部
省
認
定
社
会
鴻
倦
教
育

文
総
大
隊
賞
に
、
A

窓
際
的
各
議
鹿
か
ら

2
1
7
名
が
滋
ば
れ
‘

6
悶
月
絡
協
、
品
A

滋
泌
が
都
内
向
ホ
テ
ん
で
閣
か
れ
た
ョ

我
孫
子
市
か
ら
は
.
電
気
数
学
高
抑
紙
撤
削

墜
を
俊
一
議
し
た
・
白
山
校
伎
の
際
英
夫
さ

ん
(
部
き
が
品
公
判

之
内
燃
は
、
辛
患
の
通
総
数
榔
開
講
座

金
約
修
了
衰
の
中
か
ら
、
特
に
成
総
が

鍾
究
な
品
備
に
凝
ら
れ
る
も
の
で
も
品
百
骨
斡

翁
も
持
続
的
中
学
生
か
ら
性
畿
の
高
齢

者
ま
で
と
絡
ん
仏
い
倫

「
日
哉
の
中
学
肢
は
凝
畿
で
、
同
仏
縁

的
方
は
図
謀
総
係
叫
に
品
一
y
d
民
と
阻
開
い
て
、

自
分
に
と
っ
て
は
た
い
へ
ん
大
き
な
制

散
と
な
ワ
ま
し
た
い
と
受
賞
式
で
内
線

悠
を
治
る
命

市
賄
容
ん
は
2
年
惜
別
に
絞
殺
。
そ
札
ま

(3) 19総.7. 16 

罷富盟

通信教育講座で

文部大鹿賞獲糞

膿英夫幸ん
(白山〕

聾藍聾謹襲璽覇頼醸輔覇謹言麗聾盤翻聾重苦

出
貯
の
本
隊
や
、
庭
内
暗
い
擦
り
気

の
あ
る
場
所
で
ド
ク
ダ
ミ
を
よ
く
見
後

け
る
。
ド
ク
ダ
ミ
は
白
色
の
紘
一
令
官
場
一
を

地
中
に
駒
内
ば
し
、
時
雄
ん
に
総
帥
服
す
る
e

官
?
と

夏
休
み
中

念
銀
午
前
開
開
館

?
"
月
幻
自
か
ら
8
月
初
自
ま
で
の
閥
、

牢
舘
子
供
擦
を
午
議
玲
時
か
ら
録
制
附
し

ま
ず
のこ

れ
に
よ
り
~
液
体
み
綴
郊
中
内
線

館
時
間
聞
は
、
辛
話
路
次
的
と
お
り
に
な
ワ

ま
す

m

H
v
m
開
館
時
間
関
午
前
日
時
5
午
後
5
時

{
水
機
日
は
亙
午
か
ら
}

V
体
銭
円
間
同
月
間
袖
宮
、

7
R丹
羽
目
、
。
。

向
け
れ
お

ドクダ
〈どくだみ斜〉

で
の
脚
倒
総
務
再
却
の
仕
泰
か
ら
一
転
し
て
、
い
絞
め
中
的
遂
事
に
渡
れ
な
い
た
め
に
う
な
も
の
か
ら
や
っ

ぽ
ん
な
ど
の
震
災
総
係
の
メ
ン
テ
ナ
ン
も
、
生
液
学
線
ご
と
患
っ
て
、
こ
れ
ま
ど
こ
ま
で
統
げ
ら
れ

ス
を
受
け
持
つ
電
気
設
備
保
安
会
誌
の
で
に
も
い
ろ
い
ろ
滋
縫
紋
糊
防
総
墜
を
受
せ
ん
が
、
設
分
な
り

務
一
織
で
輪
開
〈
a

議
L
ま

し

た

凡

で

行

き

た

い

と

終

っ

て

い

ま

す

い

会
社
か
ら
め
一
勧
め
も
あ
っ
て
防
相
叩
淡
在
は
、
比
也
事
に
関
係
し
た
校
綴
系
絡
す
ω

の
?
ω
け
か
ら
9
か
月
閥
、
被
気
数
学
一
策
的
幾
康
ば
か
り
で
は
と
、
一
綬
教
緩
め
趣
味
は
渡
契
総
務
は
と
尋
ム

校

講

座

を
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